
未来に向けた歩みとその成果 2  2025年中期方針

デンソーはサステナビリティ経営の考え方を軸に、将来を見据え、社会課題解決と企業価値向上を両立する戦略を打ち出し続け

てきました。2018年度からは「2021年中期方針」に基づく行動計画を着実に実行していましたが、2019年度に新型コロナウ

イルス感染症や、過去に例を見ない規模の品質問題などのデンソーの基盤を揺るがす事態が発生。そこで、2021年中期方針に

対して最新の事業環境を反映し、「質の高いデンソー」に生まれ変わる変革プラン「Reborn21」に置き換え、経営基盤の再構築

に取り組みました。これらの取り組みの成果の一つとして、2022年度には売上収益・営業利益ともに過去最高を更新するなど、

着実に成果が出始めています。

Reborn21で築いた経営基盤を土台として、創業以来培ってきたデンソーらしさを大切にしながら、2030年長期方針「地球に、

社会に、すべての人に、 笑顔広がる未来を届けたい。」を実現するために、2022年度に2025年中期方針を策定しました。2025年

中期方針は、2025年までにどのような活動に注力し、どのような姿を目指すのかという道筋と目標を示すものです。

位置付け

次の挑戦の礎となる体質強化と着実な成長
CASEの伸展に備えた「環境」「安心・安全」領域での先行投資
や、新興国の成長に伴う「海外・市販・新事業」ビジネスの拡大、
およびグローバル開発の強化とモノづくりの効率化の実現を通
じて、長期成長の基盤をつくる

「質の高いデンソー」への生まれ変わり
新型コロナウイルス感染症や、大規模な品質問題などの経営の
揺らぎと事業環境の変化を受け、「品質の立て直し」と「引き締
まった強靭な体質への変革」を目指し、経営基盤の再構築に取
り組む

主な成果

環境・安心
• �初代予防安全システム「Global Safety Package」発売
• �電動化に向け、「エレクトリフィケーションシステム事業グルー

プ」を設立

市販・新事業
• �FAと農業分野を新事業の柱に据え、成長シナリオ策定・推進

海外
• �グローバル共通人事制度の導入
• �電動化・ADAS・ソフトウェア領域の開発人員の増強
• �ダントツ工場の国内展開および海外展開推進

品質
• �基盤技術固めと、風通しの良い職場づくり、謙虚な姿勢の定着

事業
• �環境・安心の理念に基づく事業ポートフォリオ入れ替えの加速

人・組織
• �社 員 エンゲージメントの 向 上と、人と組 織 の 新ビジョン
「PROGRESS」の導入

財務
• �2年間で910億円のコスト低減、損益分岐点比率の6ポイント

良化

残課題
• �クルマの複雑化に対応するシステム提案力の強化
• �モビリティサービスのビジネスモデルの構築
• �ダントツ工場の海外展開

• �人財ポートフォリオ変革の促進（人的資本   P.74–77 ）
• �インフレなどさらなる環境変化に対する変動対応力の強化 
（財務資本   P.66–73 ）

売上収益・営業利益・ROEの推移　  売上収益（左軸）　  営業利益（右軸）   ROE

ROE：10%超　営業利益率：10%　売上収益：6.7兆円

電動化領域売上収益：1兆円　ADAS領域売上収益：5,000億円

目指す姿の実現に向けた主なマイルストーン（2025年度）

ROE：7.3%　営業利益率：6.7%　売上収益：6.4兆円

電動化領域売上収益：6,800億円　ADAS領域売上収益：3,910億円

2022年度の実績

ROE：9.3%*　営業利益率：9.0%*　売上収益：6.7兆円*

電動化領域売上収益：8,400億円　ADAS領域売上収益：4,350億円
* 2023年度第1四半期決算時点

2023年度の目標

目指す姿

環境
世界に先駆けて、 

「環境ニュートラルな製造業」となり、 
社会づくりに貢献

モビリティ製品
エネルギー利用

【2035年度目標】
▲50%（2020年度比）
※ 基準値：2020年度モビリティ製品によるCO2排出量

モノづくり
【2035年度目標】 
カーボンニュートラル

（2025年度はクレジット利用を含めたカーボンニュートラル）

安心

安全 交通事故死亡者ゼロ社会の実現 交通事故死亡者ゼロ

快適 安心な“空気質”の実現
【2025年度目標】
 AQI*<50の空間提供

新事業 社会課題を解決するソリューションを提供し 
新たな価値を創出

モビリティ／インダストリー／ソサエティ領域での 
事業拡大・社会課題解決

* AQI（Air Quality Index）：健康被害抑制に向けて、6つの大気汚染物質に対し設定した水準

2018年中期方針

2018年中期方針（2015年度～2018年度） Reborn21（2020年度～2021年度）

2021年中期方針

Reborn21

2025年中期方針

新型コロナウイルス感染症や品質問題の発生置き換え

自立・自律して“考動”できるヒト・組織を実現するために、人財への投資を第一に、実現力のプロフェッショナル
を生む“ヒトづくり”と、ダイバーシティ&インクルージョンを強力に推進し、変化に強く活力あふれる“組織づくり”
を実践します。

2022年度 2023年度目標
2023年度第1四半期決算時点
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方針実現の 
大前提

 （億円）�  （億円）売上収益・営業利益
ともに過去最高

Reborn21を契機とした
財務体質の向上
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成長戦略成長戦略


